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日本人の記録にみる

バ ン コク女性 服 飾 変化:1930-1944
,

加 納 寛

Abstract

曜

Thepurposeofthispaperistoreexaminetheinfluenceofthecoerciveclothingpolicyof

theFirstPhibunGovernment(1938-1944)inthe1940sinThaihistoryofclothes.Althougha

largenumberofstudieshavebeenarguetotheclothingpolicyofthePhibunGovernment,

tittleattentionhasbeengiventothechangingclothesinthe1930sjustbeforetheFhibun

Regime.Inthispaper,Idiscussthechangingclothesinthe1930sandthe1940sinBangkok

fromthethenJapanesepointofview.

AccordingtothethenJapanesedocuments,progressiveWesternizationoftheclotheswas

observedamongtheurbanyoungwomeninthe1930s,beforethecoerciveclothingpolicyof

thePhibunGovernment.Inotherwords,althoughthecleardistinctionbetweentheclothes

inthe1930sandthembeforethe1930scanbefound,thedistinctionbetweentheclothesin

the1930sandtheminthe1940swhenPhibungovernmentevolvedthecoerciveclothingpoli-

cyisnotclear.Therefore,WemaysaythatthecoerciveclothingpolicyofthePhibunGov-

ernmentdidnotaffecttheWesternizationoftheclothesamongtheurbanyoungpeopleso

much.

はじめに

タイ服飾 史においては,19世 紀 中頃を起点 として洋装化が始 ま り,次 第 に広 まってい った

とされている。た とえば,パ ー ・チ ョー ンクラベー ン(phachongkraben)と 呼 ばれ る腰 衣1)

(図1参 照)は,男 女 を問わず,ま た階級 を問わず,タ イ中央部 において広 く着用 された も

のであったが,次 第にズボ ンやスカー トな どに代替 されるようになってい った。

こ うした洋装化 の流 れの中で とくに服飾変化上 の重要 な転機 とされ てい るの は,強 力 な服

飾 政策 を打 ち出 した第1次 ピブー ン政権 期(1938-1944)で あ る。 ピブーン政権 は,服 飾政
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図1パ ー ・チ ョー ン ク ラベ ー ン(左)と パ ー ・シ ン も し くはパ ー ・トゥ ン(右)

左 の女 性 の腰 衣 が パ ー ・チ ョー ン ク ラベ ー ンで あ る。 着 用 方 法 に つ い て は注1)を 参照 。

右 は ピブ ー ン政 権 の服 飾 政 策 に則 っ た服 飾 で あ る。 パ ー ・シ ン も し くは パ ー ・ トゥ ン と,

帽 子 お よ び靴 を着 用 して い る。

策 を 「国民形成(sangchat)」 の 重要 な柱 と して位置付 け,徹 底 した服飾政策 を展 開 した2)。

1941年1月15日 に は,「 タイ 人民 の服 飾」 につ い て規 定 した総 理府 告 示 「ラ ッタニ ヨム

(ratthaniyom:国 民 信 条)第10号 」 が出 され,そ の後服飾 に関する一連の法令が提示 されて

いった。 この服飾政策の流れの 中で,そ れ まで タイ中央部 に一般 にみ られたパ ー ・チ ョー ン

クラベ ーンの着用が禁止 され,巻 スカー ト状のパ ー ・シン(phasin)3)や パ ー ・トゥン(pha

thung)4)も し くはス カー トと,帽 子お よび靴の着用 が強要 されてい く。

ピブー ン政権期の服飾変化 は,管 見 によれば専論 はない ものの,従 来 は政治 史の文脈や タ

イ服飾史 の文脈の 中で部分的 に扱 われて きた。

政治 史の文脈 において当時の服飾政策 に言及 している ものは5),ピ ブ ー ン政権の政策の一

環 として服飾政策 を含 む一連の文化政策 を部分的 にと りあげている程度 である。 したが って,

服 飾 に関係す る法令等 の分析 は十分 にはなされてい ない し,政 策分析 であるために服飾文化

が実際 に どのように変化 したかにつ いては度外視す る傾 向 もみ られる。 また,服 飾変化 の専

論 ではないため,ピ ブー ン政権期前後の服飾変化 については記述 の対 象 とは されていない。

一方
,タ イ服飾史 も しくはラ ッダナ コーシ ン朝服飾 史 についての概説的 な先行研究 も6),

ピブ ー ン政権 の文化政策 を服飾 史上 の一大事件 と して扱 ってお り,い くつかの服飾 関係法令
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などが紹介され,当 時の服飾が主に写真 を通 して分析 されている。とはいえ,法 令等の紹介

も網羅的になされているとは言い難い。また,ピ ブーン政権の服飾政策が余 りにも重大視さ

れるために,そ の直前期の服飾変化についてはそれほど注意が払われていないことも,正 確

な服飾史把握において問題 とな りうる。

このように,従 来のピブーン政権期の服飾変化の評価は,本 来よるべ きその直前の1930年

代服飾との比較には基づかず,ピ ブーン政権期の服飾変化のみがコンテクス トから無批判に

切 り離されて服飾史の 「転機」として捉えられてきた傾向が見られる。

本稿では,ピ ブーン政権の服飾指導が実施される直前の1930年 代からピブーン政権が崩壊

する1944年 までを視程 に入れて,と くにピブーン政権の服飾政策で強調 された女性のパー ・

チ ョーンクラベーンからスカー トへの移行と帽子着用に注目しながら,当 時の女性服飾の外

観的変化を跡付けたいと考える。そのための史料 として,本 稿では外国人による同時代記録

を使用する。外国人による記録には,タ イへの偏見や無理解に基づ く記述も含まれることも

あるが,市 井の外見的な様子については客観的に観察され細部にいたるまで記録されている

こともあ り,外 見的な変化を跡付ける場合に参照するには適 していると考えられる。よって

本稿では,当 時 タイとの関係が深かった外国人である日本人の記述を利用 して7),バ ンコク

における1930年代からピブーン政権期にいたるまでの外見的な服飾変化動態を観察 してい く。

以後,ま ず第1章 において1930年 代以前の服飾史について概観 し,タ イ服飾史における

1930年 代から1940年 代の位置付けを確認 しておきたい。次に第2章 において,1932年 立憲革

命から服飾に関する 「ラッタニヨム」が告示される1941年1月 に先立つ1940年 までの状況を

概観 し,第3章 において,1941年 以降の服飾変化を扱ってい く。

第1章 タ イ 服 飾 史 の 概 略:1930年 代 以 前 の 服 飾

本章で は,タ イ服飾史の流れの 中にお ける1930年 代 か ら1940年 代 初頭の位置 を確 認す るた

め に,タ イ服飾史 について簡単 に概観 してお きたい8)。

現在 の タイ中央政権 の直接 的 な起源 として捉 え られ るアユ ッタヤー朝(1350-1767)に お

いて は,文 学作品 ・壁画資料 な どの分析か ら,概 ね男性 は下半身 にパー ・チ ョーンクラベ ー

ンを纏い[Anek1989:16-18],女 性 は上半身 を服か胸布(パ ー ・サバ イ:phasabai)で 覆 い,

プ リーツ状(パ ー ・チー プ:phachib)9)も し くはチ ョー ンクラベ ーン状lo)に 腰 衣 を着用 して

いた と考 え られている[Anek1989:19-20]。 パ ー ・チ ョー ンクラベ ー ンの着用 については,

ス コー タイ朝(13-14世 紀)以 来用 い られてい ると考 え られてお り,バ ラモ ンに よって イ ン

ドか らもたら されたので はないか と推測す る もの もあ る[Phuangphaka1992:92]。 タ イ中

央部 の他 に も,カ ンボジアにおいてパ ー ・チ ョー ンクラベ ー ンを用い た服飾が見 られ る。腰

衣 の着用 は,時 期 に よってプ リーツ状 の纏 い方が流行 した り,チ ョー ンクラベ ー ン状 の纏 い
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方が流行 した りした。

アユ ッタヤー朝滅亡後 の トンブ リー朝(1770-1782)や,現 王朝 である ラッタナコーシ ン

朝(1782-)の 初 期 においては,ア ユ ッタヤー朝 とほぼ同様 の服飾 であったという。 しか し,

19世 紀 前半 に欧米 との国交 を再 開 し,ラ ーマ4世 期(1851-68)に 欧 米 との往 来が盛 んにな

って くる と,服 飾 に も欧米 の影響が受容 され るようになる。 この流れは,直 接 的に貿易 ・外

交 の恩恵 に浴 した王族や王宮内の女官 ・官僚 を中心 に広 まっていった。 とくに,ラ ーマ4世

・や ラーマ5世 は国王 自 ら積 極 的 に洋服 を着 用 し
,本 格 的 な服飾 変化 を導 いて い く[Anek

1989:26-30]0

1872年 に は,ラ ーマ5世 の服装 をもとにして,上 衣は5つ ボ タン詰襟 の洋服 で腰衣 として

はパ ー ・チ ョー ンクラベ ー ンを着用す る 「ラーチ ャパ ター ン(ratcha-pataen)」 と呼 ばれ る

タイ洋折衷の服飾型式が生 じた。 この様 式は文官 を中心 に広 まってい き,西 洋式 の詰襟上衣

や靴 ・靴下 の着 用 が普及 した[Anek1989:29-36]。 ま た,近 代 的 陸軍 の創設 と ともに,

1868年 に は西 洋 式 の ズ ボ ン ・上 衣 ・靴 ・帽 子 が 軍 装 と して取 り入 れ ら れ た[Krom

Sinlapakgn1992:30]o

一 方
,王 族の女性や女官たち も,ラ ーマ5世 期(1868-1910)に は 長袖上衣の着用 を始 め,

袖 の上腕部 を膨 らま した 「豚足ハ ム型膨袖(khaengphgngbaepkha-muhim)」 服 の流行 な

どがあ った[Anek1989:38]。 こ の 「豚足ハ ム型膨袖」 は,1890年 代 の フランスで流行 した

羊脚袖(leg-of-mutton-sleeve)[ウ ィルコックス1979:274-281]が,ほ とんど時間差 を置か

ず にタイに流入 した ものである と考 え られる。 ただ し,下 半 身に関 しては,靴 や靴下は着用

した ものの,西 洋式のス カー トに切 り替 わるこ とはなかった。腰衣 をプリー ッ状 に着用す る

ことも下火 にな り,一 般 にパ ー ・チ ョーンクラベ ーンを着用す ることになった[Phuangphaka

1992:85]o

ラー マ6世 期(1910-1925)に な ると,長 くイギ リス に留学 していた ラーマ6世 に よって

国王信 条が出 され,タ イ女性 に対 して欧米風 に髪 を伸 ば し歯 を白 く磨 き11),タ イ北部や東北

部 の女性 が用 い て いた ス カー ト状 外 見 のパ ー ・シ ンを着用 す る こ とを奨励 した[Anek

1989:42-44]。 た だ し,そ の後の写真 のなかに もパー ・チ ョニ ンクラベー ンの着用が見 られ,

後 に ピブー ン政権期 に再度パ ー ・チ ョー ンクラベ ーンの着用が禁止 され ることか ら,ラ ーマ

6世 期 の変化 はご く一部 に止 まってい たと考 えるべ きである。

第2章1930年 代の服飾

本章では,1941年1月 に服飾 に関す るラ ッタニ ヨムが告示 され るにいたる までの時期 を中

心 に,1930年 代 の服飾状況 を概観 してお きたい。

先 行 研 究 で は,男 性 服飾 に つ い て は,1932年 に 立 憲 革命 を起 こ した 人 民 党(Khana
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Ratsad4n)に よ って,公 務 員のパ ー ・チ ョー ンクラベー ン着用 が 「民主主義 にそ ぐわず」

時代遅 れ とみな され,1935年 に は 「仏暦2478年 文 官制服法」 によって公務員の長ズボ ン着用

が規定 された こ とが特 筆 されるが[KromSinlapakgn1992:30],女 性 服飾 に関 しては,主

に フランスのモー ドの影響 を受 けて女性上衣 の袖丈が短 くなった り袖が無 くなった りす る以

外 には大 きな変化 は見 られない とされる[Anek1989:44]。

以後,当 時の 日本人の記録 に よりなが ら,ま ず1932年 以 前 の服飾 につ いて,次 いで1932年

以 降 の服 飾 につ いて,ピ ブー ン政権期 の服飾政 策 にお いて注 目 されるパー ・チ ョー ンクラ

ベー ンと帽子の動 向 を中心 に観 察 してい きたい。

まず,1932年 以 前の 日本人の記述 によれば,都 市 の裕福 な男女 は,絹 の 「パ ー ・ヌ ン」す

なわちパ ー ・チ ョー ンクラベ ー ン12)を着 用 して いた とい う[逞 羅協会1932:21]。 男 性の場

合 は 「平服」・制服共用 で詰 襟上衣 を着 けていた[逞 羅協会1932:21]。 「ただ し年若い婦人

連 はパ ヌンの代 りにシンと称す る(中 略)腰 布 を」纏 っていた といい[逞 羅協 会1932:21],

パ ー ・チ ョーンクラベ ーン離れが若い女性 の間で進んでいた ことを物語 っている。

で は,1932年 以 降の記述で は,服 飾 について どの ように記録 されているだろ うか。

1932年 以 降の 日本人 の記述 にも,「 パ ー ・ヌ ン」す なわちパー ・チ ョー ンクラベ ー ンの着

用 について は,「 タイ独特の」服飾 として必ず紹介 されてい る[小 山1944:255-256][台 湾

総 督官房 外事 課1937:537][東 亜 経 済調査 局1938:524-525][戸 波1939a:319,323-325]

[戸波1939b:76][布 施1939:148-149][宮 原1940:21-23,227-228]13)Q

しか し同時に,女 性服飾 は 「パ ー ・ヌ ン」 を着用す るのが 「一般 的」だ と しなが らも,上

流 階級 あるいは若 い女性 の場合 は 「洋風 で頗 るハ イカラに」洋装 に移 ってい るとい う記述 が

見 られ る[戸 波1939b:75]。 「今 の若 い女 は滅 多 に」 「パー ・ヌ ン」 を着 用 せ ず[戸 波

1939a:319],「 最 近盤谷の若い女学生の間には,パ ー シンとい うスカー ト風 の ものが流行 し」

ている とい う[宮 原1940:23]14)。1930年 代 の タイを観察 したア メリカ人研 究者 ラ ン ドンは,

「伝統 的な シャムの服飾 は都市 において急速 に消 滅 しつつ」あ り
,今 や 「彼 らの服 は,外 国

人のそれ と見分 けるこ とが難 しい」 と記録 して いる[Landon1939:168]。1932年 以 前 に端

を発 するパー ・チ ョー ンクラベー ンの衰退 が,1930年 代 を通 して次第 に浸透 していった様子

を観察 しうる。

パー ・チ ョー ンクラベー ン着用 者 とパー ・シ ン着用 の若い女性 とが同一時期 に共存 してい

た こ とは,写 真資料 に よって も確認 で きる15)。[戸 波1939b]に 掲 載 され ている 「バ ンコ ッ

クの街路樹」 と題 された写真の中 には,道 を歩 く5人 の女性 の後 姿が写 っている中で,右 端

の女性 はパ ー ・チ ョー ンクラベー ンを着用 しているが,そ の他の若い娘 たちは,パ ー ・シ ン

を着用 してい る[戸 波1939b:71]16)。

ま た,髪 型 に関 して も,当 時バ ンコクにい る多 くの若い女性が長髪に してパーマネ ン トを

か けている とす る記録が,多 く見 られる[東 亜経済調査局1938:525][戸 波1939a:333-334]
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[戸 波1939b:76]。 従 来 の短髪 にかわ り,若 い女性 に長髪化が流行 したこ とが うかが える。

1941年 以 前 に撮影 された他 の写真 中に も,洋 式 にスカー トをは き,ジ ャケ ッ トをつ け,長

髪 にパ ーマをかけた 「モ ダン娘」 の姿 も散 見 される[戸 波1939b:74]17)。

こ の ように欧米 の影響 を受 けた服 飾が女性 間に流布 しているのに もかかわ らず,当 時 の西

洋 の女性服 飾に不 可欠な要素であった帽子 に関 しては,タ イ女性 は着用 していない とされる

[台湾総督官房調査課1932:23][台 湾 総督官房外事 課1937:537][戸 波1939a:324][戸 波

・1939b:76]。 日本 人の記録 中の写真資料 において も女性 は一般 に無帽で ある18)。

以 上の ように,バ ンコクにおいて若い女性の服飾は,1932年 以 前か らパー ・チ ョー ンクラ

ベー ン離れが始 ま り,1930年 代 には洋装化があ る程度広 まってい った ようである19)。 た だ し

帽子着用の習慣 は,タ イ女性の間 には普及 しなか った。

第3章1941年 以 降 の 服 飾

1941年 以 降,「 国家建設」 のための文化 政策の一環 として,ピ ブー ン政権 に よ り,男 女 と

も帽子 と靴の着用が奨励 され,女 性 はパ ー ・チ ョー ンクラベ ー ンに代 えてパ ー ・トゥンか西

洋式 ス カー トを着用 す る よう指示 され た[Songwutthichai1941:118-120](図2参 照)。 こ

れ を もって,従 来の研究で は ピブー ン政権期 を服飾史上 の一大転機 と捉 えている。

日本 人の見聞録 には,こ の時期 にいたって も 「パ ー ・ヌ ン」す なわちパ ー ・チ ョー ンクラ

ベ ー ンの紹介 がか な らず登場 してい る[能1941:168][南 方 産 業調査 会1941:69][田 中

1942:26-28][常 岡1942:72-74][松 本1942:35][台 湾 総督 府外事部1943:500]。 しか し,

これ らは 「パー ・ヌ ン」 をタイの特徴 的服飾 である と捉 えていたこ とに よる もので あ り,必

ず しも当時の服飾 を描写 した ものではない ことに留意 しなければな らない。

女 性服飾 の洋装 化 につい ては,「 近年 は行灯型 のパ シー ンや スカー トを腰 部 に纏 ひ」,「現

代化 しつつあ る」様子 が観察 されている[南 方産業調査 会1941:69-70][常 岡1942:74]。

洋装 化の原因 については,ラ ッタニ ヨム第10号 をは じめ とする ピブー ン政権 の一連 の服飾

政 策の影響 に原因 を求 める ものが多い[南 方 産業調査会1941:70][田 中1942:28-29][常

岡1942:74][平 等1943:60][江 尻1943b:31-36]。

この時期 に特徴 的 に,日 本人の記録 中に登場す るの は,帽 子の着用 についてであ る。1940

年 以 前の記録の ように,女 子 は髪 にパ ーマ をあ てなが らも無帽であ ると してい るもの もあ る

が[南 方産 業調査会1941:70][林1942b:83],政 府 の服飾政 策に よって 「従来 の無 帽主義

が」修正 されたとす る記事が 目に付 くようになる[日 本 タイ協会1942:90][平 等1943:60]

[台 湾 総督府外事 部1943:501]。1942年 の記事 には,バ ンコ クの街 に帽子が 「氾濫」 してい

た様子が描 かれ,若 い女性 は 「もちろん」,「地べ たに座 った売手 の女 たち も,ち ゃんと帽子

だけは忘れ ない」 と記録 されてい る[日 本 タイ協 会1942:90]。 ま た,帽 子 を着用 しない と
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図2服 飾 指 導 ポ ス ター 〔タ イ国 立公 立丼 館:PhCh.MTh.101

こ の ポ ス ター は,19川 碓4月1{1に ム ア ン ・ソ ン ク ラー 郡庁 に よ',て 作砒 さ れ た も の であ る.,

政 府 は 内 務 省 を通 じ各県 に対 して り轟民 へ の 服 飾 指 導 を徹 底 させ た[タ イ国 、}1公」〔i睡館 内 務 省'文

rMTh.5.り の 各公 支 劃.,

左 側 は 「丈明 タイ」 にふ さわ し くな い服 飾,右 側 は1'文 明 タ イ」 にふ さわLいH}{飾 で あ る1,女

性 の 蒲 帽 につ い て は,こ の ボ ス 亨一 発 行 握 の 四41年 石月 頃 か ら,政 策 とLて 打 ち 出 され て い く1,

公 共の場 に も人れず罰金を取 られるので,「 田奔の」「老婆」 までが 子供用の赤い帽 了・を頭 に

載せ て市場 に登場 する とい う 「奇観 を演 じた」 とか,帽 「一を着用せず に街 を歩 いてい た女性

が ピプー ン首相に発見 さ九,そ の父親が免官 になった とい う話 も紹介 されてい る[日 本 タイ

協公 玲42:go1[巾 川193.31]2{11。 写 真資料 において も,当 時の政府 の政策 パ ンフ レッ トの

中には,帽f一 をかぶ った女性の姿が多 く現 われる ようにな?lieた だ し,こ れ らの写 真の多

くは,政 策的意圓の下 に撮 影掲載 された ものであ,},か な らず しも当時の一一般 の服飾状 況そ

の もの を反映 した ものではない と考え られる。H本 人の記録の中 には,「 女子青年 団の行進」

とい う表 題の制服姿の女性 の戴 帽[宮 原1941:$0]抽 の 他 は,帽 子 を着用 した女性の 写真は

登場 しない 、室内 において撮影す る場合,帽 一rを着用す ると顔面が影 になるな どの撮 影技術

の影響 もあろ うが,191年 以 降 も 「近代娘」 と題 され てパーマ をかけ半袖 ブラウスにパ ー ・

ト・ランやスカー トを着用す る若 い女性 が登場す るの に比 して1林194ユ 丑:7U][常 岡194:72],

帽 子 着 用 女性 が 日本人の記録 中の写真 史料 には登場Lな いため に,帽rの 晋 及度 には疑問が

残 る。
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従来の研究では,1941年 以降のピブーン政権の服飾政策が,女 性服飾の一大転機として捉

えられていた。しかし本稿では,1940年 以降のバンコクにおける女性服飾は,帽 子着用を例

外 として1930年 代の服飾 とそれほど大 きな差は認められないことが観察された。

結 論

以上,日 本人による同時代記録によりなが ら,1930年 代から1940年代前半にかけての服飾

の変遷を概述 した。

それによれば,ア ユ ッタヤー朝からラタナコーシン朝にかけて一般的に見られたパー ・チ

ョーンクラベーンは,ラ ーマ6世 の提唱 した国王信条によって批判されつつも存続 し,1930

年代 においても主に年配者の間で愛好され続けた。

その一方で洋装は,当 初上半身にのみ用いられたが,次 第に下半身にも普及 していゐた23)。

とくに1932年 の立憲革命後にはパー ・チ ョーンクラベーンは時代遅れとみなされ,文 官のズ

ボン着用 を規定 した 「文官制服法」が公布 された。また,バ ンコクの若い女性の間には,

1932年 以前からパー ・チ ョーンクラベーン離れが始まり,1930年 代 にはパー ・シンやスカー

トが広 まっていった。

一方,帽 子は,女 性の間では体幹部の洋装化とは異なって広 まることはな く,1941年 以降

かな り強引な帽子着用政策がとられても,女 性への帽子普及の程度には若干の疑問が残るこ

とが観察された。

このように,日 本人による同時代記録から見れば,1930年 代 に都市若年層を中心 とした洋

装化の普及が観察できる。都市若年層は,ピ ブーン政権の服飾政策展開以前1930年 代の時点

ですでに洋装化 を果たしていたようである。したがって,1930年 代 とピブーン政権が服飾政

策を展開した1940年 代前半 とのバンコク女性服飾の差はかならずしも大 きくはないことがわ

かった。官民間の摩擦をかなりひきおこしたという女性の帽子着用 を除けば,ピ ブーン政権

の服飾政策の影響は都市若年層の女性の洋装化にはほとんど認められないのである。

これ らの事実は,ピ ブーン政権期の服飾指導 を服飾史上の重大なエポックとする従来の研

究においては指摘 されてはこなかった。従来の研究では,1930年 代の服飾変化は,近 代化の

始まるラーマ5世 期や強力な服飾政策の展開されたピブーン政権期の影に埋 もれ,ほ とんど

注目されてこなかったためであろう。今後,タ イ都市部における服飾 ・文化変化の研究にお

いては,1930年 代へのより積極的な注 目も必要である。

ただし,本 稿で史料 とした日本人による記録や写真の多 くは首都バ ンコクの若年女性に関

するものであ り,彼 女たちに観察 された洋装化の流れが より広い層に広まってい くのは,お

そらく1940年代以降のことであると思われる。そうした地域的 ・年齢的 ・階層的により幅広

い層への1940年 代前半の洋装化普及が,服 飾の 「文明」化,「文化」化をめざしたピブーン
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政権の強制によるものであったのか,1930年 代の首都若年層女性の服飾の延長線上に位置付

けられる 「流行」によるものであったのかを明確にするためには,今 後の研究にまたねばな

る ま い 。

注

r)パ ー ・チ ョー ン ク ラベ ー ン とは,通 常 長 さ3m幅90cmほ ど の布 を用 い た腰 衣 の 一 形 態 で あ る。

膝 下 少 しば か り まで を覆 う よ う な丈 に調 節 して 布 を胴 に巻 きつ け,前 面 で 布 の 端 を棒 状 に巻 い て 股

の 間 を通 し,背 骨 の と こ ろ に差 し込 む。

2)タ イ近 現代 にお け る 「文 化 政 策 」 の 展 開 お よび ピブ ー ン政 権 期 の 服 飾 政 策 の 詳 細 につ い て は,別

稿 を用 意 して い る。

3)タ イ女性 の は く筒 形 巻 ス カー ト。

4)タ イ女性 の腰 衣 パ ー ・シ ンの 一 種 で,布 の 両 脇 が 縫 い 合 わ せ て あ り円 筒 形 に な って い る。 原 義 は

「袋 状 の 布 」 で あ り
,パ ー ・シ ンの よ う に腰 に巻 い て 着 用 す る。

5)た と え ば,[Charnvit1974:41-42],[Th記msukl976:133-135],[Thamsook1977:31-33],

[Thamsookl978:238-239],[吉 川1982:380-381],[Barme1993:156-158],[玉 田1996:138-140]

な どが あ る 。 また,タ イ史 概 説 と して は[Wyatt1982]が ま と ま っ て い る。

6)た とえ ば[KongWatthanatham1960],[Anek1982:llO-121],[KromSinlapakgn1982:15-22],

[Anek1989:44-48),[Phuangphaka1992:107-108],[Suwadi1993:96-145],[Suwadee1993:8-9]

な どが 先 行 研 究 と して 挙 げ られ る 。 と くに[K6ngWatthanatham1960]は,タ イ 文化 概 説 書 の 多

くが この 文 献 を参 考 に して型 式 を踏 襲 してい る。 外 見 的 変 遷 を基 本 的 に把 握 す る ため に は便 利 な 文

献 で あ る。 また,[Suwadi1993]は,歴 史研 究 者 に よ る タ イ服 飾 史 で あ り,プ ー マ5世 期 と ピ ブ ー

ン政 権 期 の 服 飾 変 化 につ い て よ くま と ま っ て い る。

7)1933年 タ イが 満 州 問 題 に関 して国 際 連 盟 にお い て棄 権 投 票 を して以 来,タ イ国 と 日本 国 と は,相

互 に 親 密 な関 係 を深 め て い っ た。 ピ ブ ー ン政 権 は,イ ン ドシ ナ問 題 につ い て フ ラ ン ス と国 境 紛 争 を

行 な うが,そ の 際 に調 停 に尽 力 した の は 日本 国で あ っ た。 この よ う に して,そ の 後,「 大 東 亜 戦 争 」

の 勃 発 時 には,タ イ国 も 日本 の 進 駐 を受 け て戦 争 に巻 き込 まれ,少 な くと も表 面 的 に は 「枢 軸 国 」

側 の 戦 線 に参 加 した 。 こ う した関 係 の 中 で,タ イ と 日本 との 人 的 交 流 も盛 ん と な っ て お り,1939年

10月 現 在 で,576名(「 台 湾 人」130名,「 朝 鮮 人 」3名 を含 む),1941年5月 現 在 で,一 時 滞 在 者 を

除 い て967名(た だ し 「台 湾 人」 「朝 鮮 人 」 を含 む)の 日本 人 が タ イ に在 留 して い た とい う[台 湾 総

督 府 外 事 部1943:481-482]。 これ に対 して,開 国 以 来 タ イ に大 きな影 響 力 を持 っ て し1たイ ギ リス 人

は,1925年 に は本 国 人の 概 数900名 で あ るの に対 し,1935年 に は概 数250名 に減 少 して い る とさ れ る

[台 湾 総 督 官 房 外 事 課1937:533]。 こ う した背 景 か ら,戦 前 期 に は 日本 人 に よ る タイ につ い ての 記 録,

文 献,研 究 な ど も 多 く見 られ る。 今 後,こ う した資 料 が,タ イ研 究 に お い て よ り有 効 に使 用 され る

こ と を望 む 。

8)タ イ系 諸 族 は,現 在 の 国民 国家 の枠 組 か らい え ば,タ イ 国 内 だ け で は な くイ ン ド東 北 部 か ら ミャ

ンマ ー,中 国 西 南 部,ベ トナ ム とい っ た広 範 な地 域 に分 布 して い る。 本 稿 で は タイ 国 の首 都 バ ン コ

クの1930年 代 か ら1940年 代 初 頭 に か け て の服 飾 変 化 を扱 っ て い くの で,そ の 直接 的起 源 と して捉 え

得 る タ イ中 央 部 の 人 々 の 服 飾 に つ い て,[KromSinlapak4n1982],[Anek1989],[Phuangphaka

1992]と い っ た概 説 的先 行 研 究 の成 果 を参 照 しな が ら歴 史 的 に概 観 して お く。

9)パ ー ・チ ー プ は,腰 衣 の着 用 法 の ひ とつ。 前 面 に プ リー ッ を 多 数形 成 して着 用 す る 。
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10)腰 衣 の 布 の 端 を棒 状 に して股 の 下 を通 して 背腰 の とこ ろ に さ しこ み,パ ー ・チ ョー ン ク ラベ ー ン

と して 着 用 す る こ と。

11)当 時 は 一 般 に嗜好 品 と して 棋 榔 子 を使 用 して い た た め,歯 が黒 か っ た 。

12)パ ー ・ヌ ン(phanung)は 腰 衣 一 般 を さす タ イ語 で あ る が,当 時 の 日本 人 の 記 述 中 に お い て,

「パ ー ・ヌ ン」 も し くは 「パ ヌ ン」 と はパ ー ・チ ョー ン ク ラベ ー ン を意 味 して い る。 本稿 で は 日本

人 の 記 述 中 に 現 わ れ る もの を 「パ ー ・ヌ ン」 と表記 して,タ イ語 の パ ー ・ヌ ン と区別 す る。

13)そ の 中 には,女 性 の 「パ ー ・ヌ ン」着 用 の 由 来 に つ い て述 べ た もの もあ る。1937年 か ら38年 あ た

りの 記 述 で は,1937年 の タ イ見 学 を素 材 と した[小 山1944]を は じめ と して,ア ユ ッ タヤ ー 朝 の

・ 戦 時 に お い て ,女 性 も男性 の よ うに 戦 闘 に 参 加 した こ とか ら,女 性 の 断髪 と と もに生 じた とい う説

が挙 げ られ て い る[小 山1944:255-256][東 亜経 済調 査 局1938:525]。 しか し,1939年 に い た る と,

「此 の パ ヌ ン姿 は
,カ ム ボ ジ アあ た りの民 族 の風 俗 との 事 で,今 で は タイ の 国民 も余 り好 ま ない ら

しい 」 とす る 説 明 に 変 質 して い る こ とが 観 察 で きる[布 施1939:149]。 こ れ は,カ ンボ ジ ア に対 す

る タ イ側 の 蔑 視 を含 ん だ 民 族 主 義 の 隆 盛 と も理 解 で きる 現 象 で あ る 。 もっ と も,ピ ブ ー ン政 権 の ブ

レー ン で あ っ た ル ワ ン ・ウ ィチ ッ トワ ー タ カー ンの1939年 の 文 書 に よれ ば,パ ー ・チ ョー ン ク ラ

ベ ー ンが カ ンボ ジ アか ら伝 来 した とす る の は 誤 りで,イ ン ドか ら仏 教 と と もに伝 来 した の で あ り,

イ ン ドか ら と も に伝 来 した 仏 教 が 民 族 の 宗 教 で あ る の だ か らパ ー ・チ ョー ンク ラ ベ ー ン も 「ナ シ ョ

ナ リ ズ ム の考 え に反 し ない 」 と して い る[タ イ国 立 公 文 書 館 史 料STh.0701.2911:58-60]。 い ず れ

にせ よ これ らの 史 料 か ら,パ ー ・チ ョー ン ク ラベ ー ンが カ ンボ ジア 渡 来 の もの とみ な さ れ,着 用 を

否 定 す る方 向 性 が,当 時 の タ イ社 会 の 少 な く と も一 部 には 存 在 した こ とが 見 て取 れ る 。

14)パ ー ・シ ン につ い て の 記 述 は,バ ン コ クに お け る流 行 と,北 タ イや東 北 タイ の 服飾 との混 同 を避

け なけ れ ば な ら ない 。 この 場 合 は バ ン コ クの 若 い 女 性 に問 題 が 限 定 され て お り,北 タイ や東 北 タイ

の パ ー ・シ ン着 用 と は異 な る。 写 真 資 料 の 場 合 は,北 タ イや 東 北 タ イの パ ー ・シ ン着 用 者 が 若者 に

限 定 され ず,ま た 束 髪 して い るの に対 し,バ ン コ クの 若 い 女性 の パ ー ・シ ン着 用 者 は髪 を肩 ま で伸

ば してパ ーマ をか け,上 衣 に は ブ ラ ウス を着 用 して い る と ころ か ら見 分 け が つ く。

15)外 国 入 の記 録 中 に登 場 す る写 真 の 場 合,そ の 撮 影 年 代 に疑 問 が 残 る 写 真 資料 も多 い の で注 意 を 要

す る。 「パ ー ・ヌ ン」 を着 用 した女 性 の写 真 は,外 国 人 の 記 録 中 で は 「タイ の 特 徴 」 と して 紹 介 さ

れ る た め に,出 版 年 よ り もか な り古 い 写 真 が 掲 載 され る こ とが あ る 。 た とえ ば,当 時 の 日本 人 の記

録 中 に し ば しば 掲 載 さ れ て い る パ ー ・チ ョー ンク ラベ ー ン着 用 の 女 性 写 真 は[戸 波1939a:319]

[布 施1939:151][常 岡1942:74],1930年 代 の もの で は な く,ラ ー マ5世 期 の もの で あ る こ とが確

か め られ る[SamnakphimSip-haminn.d.:126]。 た だ し,パ ー ・チ ョー ン ク ラベ ー ン着 用 者 とパ ー ・

シ ン着 用 者 とが 同一 画 面 上 に並 んで 写 って い る資 料 につ い て は,年 代 の 比 定 が 難 しい 場 合 で あ って

も,あ る一 定 の時 期 に両 者 が 並 立 して い た こ と を証 明 し得 る。

16)ほ か に た とえ ば,女 性 上 衣 の袖 丈 か ら1930年 代 の写 真 と推 定 され るあ る写 真 で は,3人 の 王 族 婦

人が 並 ん で被 写 体 に な っ て い る 中 で,両 端 の 若 い婦 人 は袖 な しの ブ ラ ウ ス にパ ー ・シ ン を着 用 して

い る の に対 し,中 央 の老 婦 人 は長 袖 の ブ ラ ウ ス に肩 布 を掛 け,パ ー ・チ ョ弘 ン ク ラベ ー ン を着 用 し

て い る[Ohunlada1990:206]。

17)日 本 人 に よる記 録 で は な い が,1940年10月 の タ マサ ー ト大 学 前 で 撮 影 され た 写 真 中,領 土 返 還 要

求 デ モ を 見物 す る女 性 た ち も,長 髪 に パ ー マ を か け,ブ ラ ウ ス に洋 式 ズ カ ー トを着 用 して い る者 が

多 い[Konthi1984:86-87]。 デ モ に参 加 して い る 女 子 学 生 の 姿 も,長 髪 に パ ー マ をか け,制 服 と

して 白 の 半袖 シ ャツ に蝶 ネ ク タ イを付 け,黒 っぽ い ス カ ー トを着 用 して い る[Konthi1984:86-87]。

18)男 性 の 帽 子 着 用 に つ い て は,パ ナ マ 帽 や ソ フ ト帽 な どが か な り一般 的 に観 察 さ れ た よ うで あ る[台

湾 総 督 官 房 調 査 課1932:23][台 湾 総 督 官 房 外 事 課1937:537][戸 波1939b:76][戸 波1939a:324]

[宮 原1940:230]。1940年10月 の 領 土 返 還 要 求 デ モ に 参 加 した 男 性 た ち は,白 い詰 襟 上 衣 着 用 の 者
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もいるが,帽 子 をかぶ り白い背広にネクタイを着けたものが目立つようになっている[Konthi

1984:90]0

19)公 的な場におけるパー ・チョーンクラベーンからパー ・シンまたは洋装への変化については,た

とえば公的色彩の強い 「ミス ・シャム(NangSaoSayam)」 コ ンクールの授賞式の写真が参考にな

る。授賞式以外の写真においては,1938年 以 前の写真を含めてほとん どが洋装であるとはいえ

[Arasom1990],1938年 までの 「ミス ・シャム」受賞者は授賞式で概ねパー ・チョーンクラベーン

を着用 している[Arasom1990:37,46,57]。 このように,若 い女性 たちにパー ・シンが普及 した

1930年 代 の後半においても,パ ー ・チョーンクラベーンは,公 式行事における女性や老婦人によっ
'
て着用 されていたようである。その一方,「 ミス ・シャム」およびその後継の 「ミス ・タイランド」

の写真によれば,1939年 の受賞者からは洋装で授賞式に臨んでいる[Arasom1990:66,76,81,89]。

1930年 代 末には,公 的にもパー ・チョーンクラベーンが衰退していった様子がうかがえる。

20)1941年9月23日 付 の 「内閣意見:服 飾に関するラッタニヨム履行の件」によれば,公 共の場所に

おける服飾の規定を徹底 した結果,服 飾が整っていないという理由から重症患者の看護を拒否 した

病院や保健所が出現 してしまったという[Songwutthichai1941:125]。1941年 には,そ こまで徹底

した服飾政策が実施 されていたといえる。

21)た と えば,服 飾 政策 に しだがっ た女性 た ちが談笑 する写真 が掲 載 されてい る[Krom

Khotsanakan1941:24-25,40-41]な どがある。

22)女 子青年団とは,ピ ブーン政権によって全国的に展開された青年団活動の一環として結成された

女子青年の団体である。男子青年は青年団に入団 して軍事教練などを受け,女 子は女子青年団に入

団して野戦看護婦の訓練等を受けたという。この団体は政府の主催であるために,制 服も政府の服

飾政策にそったものが制定されている。

23)こ の ように,服 飾西洋化の中で,王 族や官僚は男女とも上衣の洋装化を受容するのであるが,下

半身は洋装化を受容せず旧来のパー ・チ ョーンクラベーンを使用 していたことは興味深い。服飾変

化が上半身から始まり,下 半身は比較的変化が遅いことは,他 の地域においても見られるようであ

る。たとえばビルマのロンジーは上半身にワイシャッを着ても廃れない し,日 本においても羅紗の

筒袖の上衣と袴の組合せは幕末の錦絵などによく見られる。
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